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１
　
子
ど
も
食
堂
（
十
六
）

　
麻
生
は
一
度
自
宅
へ
戻
り
、
自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
る

こ
と
に
し
た
。
新
聞
販
売
店
は
駅
の
近
く
…
…
麻
生
の
家
か

ら
歩
い
て
行
け
な
い
距
離
で
は
な
い
が
、
結
構
遠
い
。
そ
し

て
麻
生
は
、
時
間
を
無
駄
に
す
る
の
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
時

間
を
節
約
で
き
る
も
の
な
ら
、
そ
う
し
た
い
。

　
麻
生
の
自
転
車
は
本
格
的
な
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
の
で
、
普

段
着
で
は
乗
り
に
く
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
着
替
え
る
の
も
時
間

の
無
駄
だ
。
ア
ン
ク
ル
バ
ン
ド
で
ズ
ボ
ン
の
足
首
を
止
め
、

取
り
敢
え
ず
裾
が
巻
き
こ
ま
れ
な
い
処
置
を
す
る
。

　
今
日
は
天
気
が
悪
い
。
雲
が
低
く
垂
れ
こ
め
、
気
温
も
ぐ

っ
と
下
が
っ
て
い
る
。
十
一
月
ら
し
く
、
風
が
冷
た
い
…
…

も
う
少
し
し
た
ら
、
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
が
必
要
に
な
る
。

　
鴨
宮
駅
は
、
東
海
道
線
の
中
で
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
存
在

で
、
駅
前
は
閑
散
と
し
て
い
る
。
南
口
に
は
商
店
街
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
駅
を
出
る
と
す
ぐ
に
住
宅
街
が
広
が
っ
て

い
る
。
北
口
に
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
商
店
街
が
あ
り
、
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
巨
大
な
複
合
型
商
業
施
設
が
あ
る
の

だ
が
…
…
あ
れ
が
で
き
て
か
ら
、
駅
前
は
さ
ら
に
寂
れ
た
感

じ
が
す
る
。

　
南
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
角
に
は
、
新
幹
線
を
模
し
た
小

さ
な
碑
が
あ
る
。
か
つ
て
新
幹
線
の
試
験
基
地
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
鴨
宮
は
「
新
幹
線
発
祥
の
地
」を
名
乗
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
記
念
す
る
碑
だ
。
と
は
い
え
、
ど
こ
か
奇
妙
な
感
じ

も
す
る
。
堂
々
と
し
た
石
碑
の
上
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
白

と
青
に
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
さ
れ
た
新
幹
線
。
ま
る
で
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
の
よ
う
で
あ
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
。
ま
あ
、
新
幹
線
と
い
う
の
は
昔
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
憧

れ
だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
。

　
新
聞
販
売
店
の
前
に
自
転
車
を
止
め
、
声
を
か
け
る
。
こ

の
時
間
に
は
朝
刊
の
配
達
が
終
わ
っ
て
、
店
内
は
閑
散
と
し

て
い
た
。

は
な

い

「
花
井
君
、
い
る
か
い
？
」

　
店
の
奥
か
ら
、
店
主
の
花
井
が
の
っ
そ
り
と
出
て
き
た
。

相
変
わ
ら
ず
の
巨
体
…
…
数
年
前
に
、
身
長
百
八
十
五
セ
ン

チ
、
体
重
百
キ
ロ
と
本
人
が
申
告
し
て
い
た
が
、
体
重
に
関

し
て
は
過
少
申
告
だ
ろ
う
と
麻
生
は
判
断
し
て
い
た
。実
際
、

動
く
の
も
難
儀
そ
う
で
、
い
つ
も
ノ
ロ
ノ
ロ
し
て
い
る
。
何

だ
か
、
巨
大
な
ぬ
い
ぐ
る
み
を
相
手
に
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
だ
っ
た
。

◇
…
宝
く
じ
幸
運
の
女
神
の

栗
原
有
紗
さ
ん
（�
）＝
兵
庫
県

＝
が
�
日
、
大
分
市
の
大
分
合

同
新
聞
社
を
訪
れ
、
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
全
国
で
�

日
ま
で
販
売
中
。

（
写
真
）

◇
…
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン

ボ
か
ら
名
称
を
変
え
た
。
宝
く

じ
は
１
等
２
億
円
が
�

本
、
ミ
ニ
は
１
等
２
千

万
円
が
�
本
。
昨
年
よ

り
�
万
円
以
上
の
当
せ

ん
本
数
が
倍
以
上
に
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

１
枚
３
０
０
円
。

◇
…
３
月
７
日
の
抽

せ
ん
日
で
、
億
万
長
者

が
決
ま
る
。
「
２
月
�

日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
大
切
な
人
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
」
と
栗
原

さ
ん
。あ
な
た
も
〝甘
い

夢
〟を
ど
う
ぞ
。

ＪＲ九州の説明を受ける障害者団体などの関

係者＝�日午後、大分市のコンパルホール　

主
催
・
共
催
行
事

▽
県
学
校
書
写
書
道
展
（
午
前
�
時
・

県
立
美
術
館
＝
�
日
ま
で
）

▽
歌
心
と
絵
ご
こ
ろ
の
交
わ
り
―
二
豊

路
漂
泊
の
画
人
佐
藤
渓
と
俳
人
種
田

山
頭
火
（
午
前
�
時
・
県
立
美
術
館

＝
３
月
�
日
ま
で
）

▽
Ａ
Ｌ
Ｐ
わ
さ
だ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
タ
ウ
ン

（
午
前
�
時
・
ト
キ
ハ
わ
さ
だ
タ
ウ

ン
横
＝
２
０
２
０
年
�
月
�
日
ま

で
）

後
援
行
事

▽
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
午
後
１
時
半
・
大
分
市
コ
ン
パ

ル
ホ
ー
ル
）

▽
卓
上
ミ
ニ
鉄
道
模
型
制
作
教
室
（
午

後
１
時
・
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
）

▽
県
自
殺
対
策
講
演
会
（
午
後
１
時
・

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
）

▽
県
警
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
午
後

１
時
半
・
い
い
ち
こ
グ
ラ
ン
シ
ア

タ
）

▽
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開

講
演
会
（
午
後
１
時
半
・
県
立
図
書

館
）

▽
Ｊ
Ｒ
九
州
・
大
分
駅
陶
板
画
設
置
除

幕
式
（
午
後
３
時
・
同
駅
府
内
中
央

口
）

▽
鶴
崎
工
業
高
校
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
生

徒
作
品
展
（
午
前
９
時
・
大
分
市
ア

ー
ト
プ
ラ
ザ
＝
�
日
ま
で
）

▽
専
心
池
坊
大
分
支
部
�
周
年
い
け
ば

な
展
（
午
前
�
時
・
大
分
市
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
＝
�
日
ま
で
）

▽
綿
引
明
浩
展
「
バ
ル
バ
ル
の
丘
」（午

前
�
時
・
大
分
市
ぎ
ゃ
る
り
ー
ら
・

ぱ
れ
っ
と
＝
�
日
ま
で
）

▽
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
（
午
前
８
時
半
・
大
分
市

西
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
＝
�
日
ま

で
）

▽
お
お
い
た
輸
入
車
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
（
午
前

�
時
・
別
府
市
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
＝

�
日
ま
で
）

▽
全
九
州
卓
球
選
手
権
―
中
学
の
部

（
午
前
９
時
・
べ
っ
ぷ
ア
リ
ー
ナ
＝

�
日
ま
で
）

ろ
う
か
ん

き

▽
琅
玕
忌
＆
中
津
・
行
橋
・
北
九
州
合

同
短
歌
会
（
午
後
１
時
・
中
津
市
山

国
町
や
す
ら
ぎ
の
郷
や
ま
く
に
ほ
か

＝
�
日
ま
で
）ひな

▽
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
（
午
前
９
時

・
竹
田
市
城
下
町
一
帯
＝
３
月
�
日

ま
で
）

▽
く
す
ま
ち
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
午
前
９
時
・
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン

ホ
ー
ル
＝
�
日
ま
で
）

▽
童
話
の
里
玖
珠
町
の
ひ
な
祭
り
―
新

旧
の
共
演
・
享
保
雛
と
中
村
信
喬
展

（
午
前
９
時
半
・
久
留
島
武
彦
記
念

館
＝
３
月
�
日
ま
で
）

　
牧
、
高
城
、
鶴
崎
、
大

在
、
坂
ノ
市
の
日
豊
線
５

駅
と
敷
戸
、大
分
大
学
前
、

中
判
田
の
豊
肥
線
３
駅
が

対
象
。
当
初
は
今
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
一
斉
に
実
施
す
る
予
定
だ
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
は
牧
駅
だ
け
を
３
月
�
日
に

無
人
化
し
、
他
の
７
駅
を
先
送
り
す
る

こ
と
に
し
た
。
敷
戸
、
大
分
大
学
前
の

２
駅
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
し
、
今

秋
ご
ろ
に
無
人
化
す
る
。
鶴
崎
駅
は
２

０
１
８
年
度
、
高
城
、
大
在
両
駅
は
�

年
度
完
了
予
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
の
終
了
後
に
実
施
。
坂
ノ
市
、
中
判

田
両
駅
は
時
期
を
示
し
て
い
な
い
。
無

人
駅
に
は
遠
隔
操
作
で
乗
客
案
内
や
安

全
確
認
を
す
る
「
ス
マ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
す
る
。

　
県
教
委
は
�
日
、
別
府
市
の

南
石
垣
支
援
学
校
で
２
０
１
６

年
に
起
き
た
死
亡
事
故
を
巡
る

調
査
委
員
会
で
、
特
別
支
援
教

育
課
の
女
性
課
長
（�
）が
証
言

中
の
同
校
教
職
員
に
質
問
し
、

調
査
委
か
ら
厳
重
注
意
を
受
け

た
と
発
表
し
た
。
課
長
は
「
発

言
す
る
こ
と
自
体
が
不
適
切
だ

っ
た
。遺
族
に
迷
惑
を
掛
け
た
」

と
謝
罪
し
た
。

　
県
教
委
に
よ
る
と
、
調
査
委

は
事
故
の
原
因
を
究
明
す
る
た

め
医
師
や
弁
護
士
ら
第
三
者
の

委
員
５
人
で
構
成
。
課
長
は
事

務
局
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
。

　
�
年
９
月
�
日
の
会
議
で
、

同
校
教
職
員
は
委
員
か
ら
当
時

の
状
況
を
聞
か
れ
、
「
（
事
故

前
に
）
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
た
」
と
証
言
。
直
後
に
課
長

が
「
（
事
故
当
日
の
）
�
日
で

間
違
い
な
い
で
す
か
」
と
尋
ね

た
と
い
う
。
調
査
委
は
当
事
者

で
あ
る
県
教
委
側
の
不
用
意
な

質
問
は
適
切
で
な
い
と
判
断
。

同
年
�
月
�
日
、
文
書
で
厳
重

注
意
し
た
。

県
庁
で
会
見
し
た
課
長
は

「
事
実
を
確
か
め
た
い
と
感
じ

て
、
思
わ
ず
質
問
し
て
し
ま
っ

た
」
と
釈
明
し
た
。

　
事
故
は
�
年
９
月
�
日
に
同

校
で
発
生
。
担
任
教
諭
が
目
を

離
し
た
間
に
、
重
度
の
知
的
障

害
が
あ
る
女
子
生
徒
＝
当
時

（�
）＝
が
給
食
の
お
か
ず
を
喉

に
詰
ま
ら
せ
て
意
識
を
失
い
、

�
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。

　
生
徒
の
母
親
は
「
県
教
委
は

当
事
者
で
も
あ
り
、
圧
力
と
疑

わ
れ
か
ね
な
い
。
調
査
委
は
長

期
に
わ
た
り
、
一
生
懸
命
動
い

て
く
れ
て
い
る
だ
け
に
残
念
で

な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　
大
分
市
八
幡
で
昨
年
３
月
、

知
人
男
性
（�
）に
重
傷
を
負
わ

せ
る
な
ど
し
、
殺
人
未
遂
や
強

盗
未
遂
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
た

同
市
光
吉
、
無
職
青
山
堅
二
被

告
（�
）
の
裁
判
員
裁
判
は
�

日
、
大
分
地
裁
（
今
泉
裕
登
裁

判
長
）で
論
告
求
刑
が
あ
っ
た
。

検
察
側
は
「
立
証
は
十
分
」
と

懲
役
�
年
を
求
刑
。
弁
護
側
は

「殺
人
未
遂
で
は
な
く
傷
害
罪
。

強
盗
未
遂
事
件
は
無
罪
だ
」
と

訴
え
、
結
審
し
た
。
判
決
は
�

日
。

　
検
察
側
は
殺
人
未
遂
事
件
に

つ
い
て
「
死
ぬ
危
険
性
を
分
か

っ
て
お
り
、
殺
意
は
明
ら
か
」、

強
盗
未
遂
事
件
は
「
被
告
の
行

動
は
金
銭
強
奪
の
目
的
以
外
、

合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
」
と

指
摘
。
「
不
合
理
、
不
自
然
な

供
述
を
重
ね
、
反
省
が
見
ら
れ

な
い
」
と
非
難
し
た
。

　
弁
護
側
は
「
殺
意
が
あ
れ
ば

胸
や
腹
を
狙
う
は
ず
。
強
盗
未

遂
は
真
犯
人
だ
と
い
う
直
接
の

証
拠
は
な
い
」
と
主
張
。
銃
刀

法
違
反
と
窃
盗
の
罪
は
認
め
、

「
懲
役
４
年
程
度
が
妥
当
」
と

述
べ
た
。

　
論
告
に
よ
る
と
▽
２
０
１
６

年
�
月
�
日
、
宮
崎
県
延
岡
市

内
の
郵
便
局
で
「
毒
薬
を
持
っ

て
い
る
」
な
ど
と
書
い
た
紙
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
局
員
に
示

し
、
現
金
を
奪
お
う
と
し
た
▽

�
年
３
月
�
日
、
元
上
司
の
会

社
員
男
性
方
で
正
当
な
理
由
な

く
包
丁
を
所
持
。
男
性
を
殺
害

し
よ
う
と
く
ぎ
抜
き
や
包
丁
で

襲
い
、
首
な
ど
に
約
７
週
間
の

け
が
を
負
わ
せ
た
▽
逃
走
中
の

同
�
日
ま
で
に
、
日
田
市
内
で

２
回
、
自
転
車
を
盗
ん
だ
―
と

さ
れ
る
。

ノ
ロ
、４
人
食
中
毒

杵
築
市
の
カ
キ
小
屋

　
県
は
�
日
、
杵
築
市
守
江
の

飲
食
店
「
住
吉
浜
リ
ゾ
ー
ト
パ

ー
ク
カ
キ
小
屋
」
（
釘
宮
卓
司

代
表
）
で
焼
き
が
き
を
食
べ
た

�
～
�
歳
の
男
女
４
人
が
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
な

っ
た
と
発
表
し
た
。
い
ず
れ
も

快
方
に
向
か
っ
て
い
る
と
い

う
。
県
は
同
日
か
ら
２
日
間
、

店
を
営
業
停
止
処
分
に
し
た
。

　
県
食
品
・
生
活
衛
生
課
に
よ

る
と
、
�
日
正
午
ご
ろ
に
食
事

し
た
計
�
人
の
う
ち
、
臼
杵
市

内
の
グ
ル
ー
プ
の
男
女
各
２
人

お
う

と

に
嘔
吐
や
下
痢
、
発
熱
の
症
状

が
出
た
。

　
同
市
内
の
診
療
所
か
ら
県
中

部
保
健
所
に
届
け
出
が
あ
り
、

調
査
で
２
人
の
便
か
ら
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
検
出
し
た
。
加
熱
が

不
十
分
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
不
便
に
な
る
」
「
公
共
交
通
の
使
命
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」
。
Ｊ
Ｒ
九
州
が
�
日
に
発

表
し
た
３
月
�
日
か
ら
の
新
ダ
イ
ヤ
で
、
県
内
は
日
豊
、
久
大
、
豊
肥
の
３
線
で
１
日
計
�

本
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
な
ぜ
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
か

―
。
列
車
を
暮
ら
し
の
足
に
す
る
県
民
は
嘆
き
、
憤
っ
た
。

　
大
分
市
の
大
分
駅
。
豊
後
大

野
市
三
重
町
の
男
性
（�
）は
こ

の
日
、
廃
止
対
象
に
な
っ
た
午

後
１
時
�
分
発
の
豊
肥
線
上
り

列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

　
通
院
で
月
２
回
、
大
分
市
中

心
部
に
通
う
。
受
診
を
終
え
、

帰
途
に
就
く
の
は
午
後
１
時
す

ぎ
。
こ
の
便
が
な
く
な
れ
ば
次

は
同
３
時
台
し
か
な
い
。
「
長

く
待
つ
の
は
き
つ
い
」

ホ
ー
ム
で
は
大
分
市
永
興
の

無
職
田
口
次
郎
さ
ん
（�
）が
時

刻
表
を
見
て
い
た
。
「
Ｊ
Ｒ
は

公
共
交
通
な
の
に
、
客
の
利
便

性
を
二
の
次
に
し
て
い
る
」
。

口
調
は
厳
し
か
っ
た
。

　
通
学
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ

そ
う
に
な
い
。
津
久
見
市
の
津

久
見
駅
は
普
通
・
特
急
合
わ
せ

て
６
本
が
な
く
な
る
。中
で
も
、

多
く
の
津
久
見
高
校
生
が
下
校

時
に
乗
る
午
後
５
時
前
の
上
り

列
車
の
廃
止
は
深
刻
だ
。
�
日

も
１
０
０
人
近
く
が
到
着
を
待

っ
て
い
た
。

　
「
た
だ
で
さ
え
１
時
間
に
１

本
ほ
ど
し
か
な
く
、
こ
れ
以
上

減
る
と
本
当
に
困
る
。
利
用
者

が
多
い
夕
方
の
便
を
な
く
す
の

は
理
解
で
き
な
い
」
と
大
分
市

ほ

の

か

内
か
ら
通
う
２
年
の
井
上
穂
風

さ
ん
（�
）。

同
学
年
の
藤
本
真
澄
さ
ん

（�
）は
「
登
下
校
が
不
便
に
な

る
時
間
帯
の
減
便
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
利
用

者
の
こ
と
を
考
え
て
」
と
注
文

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
が
大
幅
減
便
を
打

ち
出
し
た
の
は
昨
年
�
月
だ
っ

た
。
沿
線
自
治
体
な
ど
の
猛
反

発
で
青
柳
俊
彦
社
長
は
一
部
見

直
し
を
示
唆
し
た
が
、
�
日
の

会
見
で
兵
藤
公
顕
大
分
支
社
長

は
「
（
利
用
者
に
）
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も
の
は
な

か
っ
た
」
と
強
調
。
再
検
討
の

結
果
、
県
内
は
減
便
数
を
修
正

し
な
か
っ
た
と
説
明
し
た
。

　
新
ダ
イ
ヤ
の
適
用
は
１
カ
月

後
。
再
考
を
訴
え
続
け
る
川
野

幸
男
津
久
見
市
長
は
「
減
便
は

容
認
で
き
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
は
企

業
と
し
て
最
終
判
断
し
た
の
だ

ろ
う
。
増
便
に
向
け
て
他
自
治

体
や
県
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
と
も

協
力
し
な
が
ら
利
用
者
増
を
図

り
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
取
材
班
）

道
路
情
報

　
日
本
道
路
交
通

情
報
セ
ン
タ
ー
大

分
セ
ン
タ
ー

０
５
０
・
３
３
６
９
・
６
６
４
４

大
分
県
土
木
建
築
部
駐
在

大
分
５
３
８
・
０
４
１
７

【
全
面
通
行
止
め
】
工
事
中
▽
（
県

道
）
日
田
山
国
線
＝
日
田
市
秋
原
町
～

伏
木
町
＝
８
時
半
～
�
時
＝
�
日
ま

で
、
迂
回
路
は
国
道
２
１
２
号
・
市
道

　
【
片
側
交
互
通
行
】
工
事
中
▽
（
国

道
）
４
４
２
号
＝
竹
田
市
久
住
町
白
丹

＝
３
月
�
日
ま
で
▽
（
県
道
）
中
津
高

田
線
＝
宇
佐
市
浜
高
家
＝
３
月
�
日
ま

で

気
温
、ほ
ぼ
平
年
並
み

１
カ
月
予
報

　
大
分
地
方
気
象
台
は
�
日
、

県
内
の
１
カ
月
予
報
（
�
日

～
３
月
�
日
）
を
発
表
し
た
。

気
温
、
降
水
量
、
日
照
時
間

は
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
な
り
そ

う
。

　
１
週
目
は
気
圧
の
谷
や
低
気

圧
の
影
響
で
雲
が
広
が
り
や
す

く
、
中
ご
ろ
に
は
雨
が
降
る
。

２
～
４
週
目
は
数
日
の
周
期
で

天
気
が
変
わ
る
。
大
分
市
の
平

年
値
は
気
温
８
・
２
度
、
降
水

量
�
・
６
㍉
、
日
照
時
間
１
４

７
・
４
時
間
。

　
各
週
の
平
均
気
温
（
カ
ッ
コ

内
は
平
年
）
は
次
の
通
り
。

　
【
１
週
目
・
�
～
�
日
】
平
年
並
み

か
低
い
（
大
分
７
・
２
度
、
日
田
５
・

９
度
）
【２
週
目
・
�
日
～
３
月
２
日
】

平
年
並
み
（
大
分
７
・
７
度
、
日
田
６

・
５
度
）
【３
～
４
週
目
・
３
～
�
日
】

平
年
並
み
か
高
い
（
大
分
８
・
９
度
、

日
田
７
・
８
度
）

　
【
学
年
閉
鎖
】
▽
玖
珠
町
森
中
央
小

（
�
日
ま
で
）

　
日
航
機
１
便
遅
れ

　
�
日
、
強
風
に
よ
り
使
用
機
の
到
着

が
遅
れ
た
た
め
、
大
分
発
羽
田
行
き
の

日
航
６
７
２
便
（
乗
客
１
６
２
人
）
の

出
発
に
約
�
分
の
遅
れ
が
出
た
。

　
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
１
便
欠
航

　
�
日
、
成
田
行
き
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ

ー
６
０
６
便
（
乗
客
１
７
９
人
）
が

欠
航
し
た
。
前
便
の
６
０
７
便
の
飛

行
経
路
を
確
認
す
る
必
要
が
発
生

し
、
乗
員
の
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
た

め
。

　
大
分
市
内
８
駅
の
無
人
化
問

題
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
九
州
は
�

日
、
同
市
内
の
障
害
者
関
係
団

体
に
説
明
し
た
。
当
初
の
計
画

か
ら
の
改
善
点
を
伝
え
た
が
、

出
席
者
は
安
全
が
確
保
で
き
な

い
な
ど
と
し
て
反
発
。
駅
員
不

在
の
不
安
を
訴
え
た
。

　
市
内
の
ホ
ー
ル
に
�
団
体
・

�
人
が
集
ま
り
、
同
社
の
仲
義

雄
営
業
部
担
当
部
長
が
▽
７
駅

の
実
施
を
先
送
り
し
た
経
緯
▽

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
整
備
を
は
じ
め

と
し
た
安
全
対
策
―
な
ど
を
伝

え
た
。

　
出
席
者
は
知
的
障
害
者
が
列

車
の
遅
延
時
に
混
乱
す
る
例
な

ど
を
挙
げ
、
「
駅
員
が
い
る
安

心
感
を
軽
視
し
て
い
る
」
「
障

害
者
い
じ
め
。
合
理
的
配
慮
を

欠
い
て
い
る
」
と
口
々
に
訴
え

た
。

　
Ｊ
Ｒ
側
は
対
象
駅
に
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
顔
を
認
識
で
き
る
モ

ニ
タ
ー
を
精
算
機
に
設
け
、
耳

の
不
自
由
な
利
用
者
に
も
配
慮

す
る
と
説
明
。理
解
を
求
め
た
。

　
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
西
村

務
理
事
長
（�
）＝
別
府
市
鶴
見

＝
は
「
相
手
が
手
話
を
で
き
な

い
の
な
ら
意
味
が
な
い
。
モ
ニ

タ
ー
で
の
筆
談
も
難
し
い
」
と

指
摘
。
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
使

い
、
遠
隔
で
手
話
通
訳
を
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
検
討

を
求
め
る
要
望
書
を
Ｊ
Ｒ
に
提

出
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
が
大
分
市
内
で
開
い
た

駅
無
人
化
の
説
明
会
は
空
席
が
目
立

っ
た
。
障
害
者
関
係
団
体
に
案
内
文

書
を
郵
送
し
た
の
は
直
前
で
、
沿
線

の
自
治
委
員
に
は
「
案
内
を
出
し
忘

れ
て
い
た
」
（
同
社
）
と
い
う
。

　
同
市
内
の
障
害
者
�
団
体
と
�
地

区
の
自
治
委
員
を
対
象
に
し
て
い
た

が
、
実
際
に
会
場
に
集
ま
っ
た
の
は

�
団
体
の
関
係
者
の
み
。
通
知
を
怠

っ
た
自
治
委
員
の
参
加
は
な
か
っ

た
。

　
�
団
体
に
は
開
催
２
日
前
の
�
日

に
速
達
で
案
内
文
書
を
送
っ
た
と
い

う
。
参
加
し
た
一
人
は
「
外
出
時
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
必
要
な
障
害
者

は
、
開
催
前
日
に
届
い
て
も
参
加
が

難
し
い
。
も
う
一
度
、
説
明
す
べ
き

だ
」
な
ど
と
憤
っ
た
。

　
同
社
は
「
質
問
や
問
題
点
の
指
摘

が
あ
れ
ば
、Ｊ
Ｒ
に
寄
せ
て
ほ
し
い
」

と
再
開
催
は
し
な
い
考
え
。
自
治
委

員
に
つ
い
て
は
「
早
急
に
個
別
に
説

明
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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